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■前回の例会（10月11日）の報告 ■9月27日例会の報告
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本日の主要
プログラム 下関東ロータリークラブ・鹿児島西ロータリークラブ

兄弟盟約調印式
① ロータリーソング（手に手つないで）　② 会長あいさつ
③ 会 務 報 告 　　④ 出 席 報 告　　⑤ ニコニコBOX披露

～10月は経済と地域社会の発展月間～

「明治維新１５０年　薩摩と長州が開いた近代」

　薩摩藩は、江戸時代琉球王国を領土的に支配
し、日本の南の端に置かれた領国の地理的な条
件を存分に活用して、海外との交流を図って
いった。したがって、江戸幕府崩壊の一因と
なった南の海からやって来る黒船の来航も、い
ち早く察知したのであろう。
　薩摩藩が急速に近代化への動きをみせるの
は、英明の誉れが高かった島津斉彬が嘉永４年
（１８５１）藩主になってからである。当時鹿児島
を訪れた西洋人たちも近代化のスケールの壮大
さに大きな感動を受けた。
　磯に設置された工場群は、集成館と名付けら
れた。この集成館を中心とした近代産業移入の
事業は「集成館事業」と呼ばれ、現在この場所
は、世界文化遺産『明治日本の産業革命遺産』
の構成資産として、日本の近代化の冒頭のス
トーリーを物語っている。
　一方長州藩の吉田松陰は、松下村塾で海防の
必要性や産業技術の重要性を説き人材の育成に
あたった。門下生木戸孝允は、洋式造船を藩に
具申し、恵美須ヶ鼻造船所では２隻の洋式帆船
を建造し、藩は萩反射炉を試作した。

ゲスト
卓話

前　尚古集成館長　田　村　省　三

　これらの資産や萩の城下町等の資産が『明治
日本の産業革命遺産』の構成資産となっている。
　また薩摩藩は、政治の中心から遠く離れた辺
境に位置していた。しかし、辺境にあることが
常に世界に目を向けさせた必然であり、イノ
ベーションの源泉であった。島津斉彬は、日本が
西欧諸国の植民地にされないためには、日本を
これらの国々と同様の強く豊かな国にしなけれ
ばならないと考えた。同時に「日本一致一体」を
主張し、幕府や藩の枠を超えて、日本が一丸と
なって国づくりを進めるべきであるとして、公
武合体を推進した。斉彬は、安政５年（１８５８）
に急逝するが、その遺志は、弟の久光やその子
の忠義、西郷隆盛や大久保利通に受け継がれる。
　一時期、薩摩藩と長州藩は攘夷の考え方で対
立するが、下関で四国連合艦隊の砲撃を体験し
た長州藩は、薩摩藩と共同して雄藩連合による
公議政体論を主張する。しかし、結局これを容
れない徳川慶喜と対立して、倒幕へと進み、結
果明治という近代国家を成立させた。



　台湾のＶＴＴの皆様、有村部門長、本日はお越しい
ただきありがとうございます。私たちの絆が更に強ま
りますようニコニコします。

　宜蘭のＶＴＴの方々の訪問を歓迎いたします。また
長柄会員には研修の場をご提供いただき感謝いたしま
す。これも西郷菊次郎の功績のおかげです。
　皆さまのご支援に感謝してニコニコします。

　台湾ＶＴＴの皆さん、心より歓迎します。熱心な研
修に感激してニコニコします。

　宜蘭のＶＴＴの皆様の訪問を歓迎いたします。
　観月会は残念でした。竹下会員から「雲間の月だった
けれど盛会でしたよ。」とお電話いただきました。大阪
グランキューブの月も綺麗でした。
　６日は高松での総会に参加、隣室で高松西ロータ
リークラブの夜の例会があり、お邪魔してきました。
会員数５５名で、当日プログラムは「５０周年に向けて」
でした。

　地区委員の川畑会員、元会長の長柄会員、その他ク
ラブの面々の活躍がＶＴＴの記事として南日本新聞に
掲載されました。皆様のご活躍に敬意を表してニコニ
コします。

　宜蘭西ＲＣの潘（はん）先生を団長とする台湾ＶＴＴ
チームの訪問を歓迎します。

　１０月４日の観月会は多数ご出席くださりありがとう
ございました。そして今週末１４日は下関東ＲＣとの兄
弟盟約式があります。皆様のご協力のもと式典が素晴
らしいものになりますよう祈念してニコニコします。

〈プログラム〉
　クラブフォーラム（米山記念奨学会）

〈ゲスト〉
　台湾ＶＴＴチーム　７名様
　チームリーダー　宜蘭西ＲＣ　潘　仁修（はん　にんしゅう）様
　王　維昌（おう　いしょう）様
　李　淑真（りー　しゅうてい）様
　游　秀壎（ゆう　しゅうくん）様
　陳　香夷（ちん　こうい）様
　徐　明仿（じょ　めいほう）様
　顏　宇婕（がん　うしゅう）様
　有村茂樹地区ロータリー財団部門長（鹿児島東ＲＣ）

〈幹事ゲスト〉
　宋　多情さん　１０月分奨学金授与

〈ビジター〉
　鹿児島ロータリークラブ　是枝　徹様

〈会員10月誕生日お祝い〉６名
　４日　中村　英幸君　　　８日　鮎川　吉弘君
　８日　髙橋　智尚君　　１７日　川村　保夫君
２７日　櫻美　義明君　　３０日　南　　　徹君

〈ご夫人誕生日お祝い〉
　１日　天本　博子さん　１７日　内村　恵子さん
２２日　田畑ノリ子さん　２４日　山之氏洋子さん
２６日　諏訪園厚子さん　２９日　三木志津子さん

〈会務報告〉
１．第２７３０地区インターアクト委員会より１１月に予定
しておりました２０１７－２０１８年度　韓国３６６１地区
（釜山）への国際交流訪問は政情不安により中止の
お知らせが届きました。

２．本日は米山ランチにご協力いただき有難うござい
ました。 

３．例会後、定例理事会を開きます。理事の方は理事
会会場へお集まりください。

川  平　建次郎 君

寺  田　賢  司 君

長  柄　英  男 君

原  　　正  親 君

前回の例会記録 （10月11日分）

古  木　圭  介 君

藤  安　秀  一 君、小  山　光  義 君

次回予告 10月25日（水） 12：30～ 山形屋
会員卓話　大橋　義則　君

小計 11,000円　 累計 168,000円

川  畑　宏  二 君

※10月18日（水）の例会はありません。
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１０月２５日（水）
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サザンウインド
ＲＣ

レディース例会
ゲスト卓話　㈲リッシン
代表取締役　迫田　達樹様
「クリーニング業を取り巻く現状」

模擬面接会のため２５日（水）に変更

鹿児島サザンウインドＲＣとの
合同例会のため２６日（木）に変更

夜間例会（ハローウィン）

定款に基づき休会

山形屋

サンロイヤル

東急REI

サンロイヤル

ゆうづき

サンデイズイン
鹿児島

レンブラント
鹿児島
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山形屋

城山登山例会　6：30～

クラブ定款に基づき休会

クラブフォーラム
（職業奉仕委員会）

職場訪問例会
（鹿児島大学水産学部）

１０月１９日（木）

１０月１９日（木）

１０月１９日（木）

　
１０月２０日（金）


